
狭
山
の
石
碑
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平
成
一
二
年
三
月 序

教
育
長
野
村
甚
三
郎

狭
山
市
教
育
委
員
会

ｆ
、

社
会
怖
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
今
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
先
人
の
残
さ
れ
た
批
爪
な
股
火
菱
料
が
失
わ
れ
る
速
座
も
、
一
岬

速
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
川
洲
査
を
実
施
し
た
和
碑
に
つ
い
て
は
、
建
碑
当
時
の
姿
を
と
ど
め
る
、
数
少
な
い
盗
料
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
普
段
、
何
気
な
く
兄
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
禰
碑
も
、
そ
の
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、

ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
過
去
の
出
米
事

や
、
人
の
活
躍
に
つ
い
て
が
わ
か
り
ま
す
。

本
普
は
、
巾
内
の
石
碑
の
う
ち
一
一
一
三
基
を
抄
録
し
、
報
告
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
、
市
民
の
衿
さ
ん

に
、
狭
山
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
知
る
一
つ
の
盗
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
川
の
調
査
に
お
い
て
ご
理
解
．
ご
協
力
を
頂
い
た
、
石
碑
の
所
有
者
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、

調
査
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
た
、
狭
山
巾
文
化
財
保
謹
審
瀧
会
委
典
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。



川
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
布
碑
等
の
所
有
稀
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

二
、
所
在
調
盃
は
、
狭
山
市
文
化
財
保
誰
審
議
委
典
の
協
力
の
も
と
実
施
し
た
。

布
碑
の
拓
本
に
つ
い
て
は
、
狭
山
巾
文
化
財
保
繊
樵
談
委
員
横
山
淳
一
氏
が
手
妬
し
た
。

、
本
書
は
埼
玉
県
狭
山
市
内
に
所
在
し
て
い
る
「
石
碑
」
等
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

例

言

三
、
調
汽
は
平
成
九
年
川
月
～
平
成
一
一
年
叫
川
の
間
、
数
Ｍ
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
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(4)（３）（２）（１）、
人

需征愛竹間
藤清馬友地
君従と、区
碑躯碑Ｉｉ
者職
記碑
念
碑

(7)（６）（５）（４）（３）（２）（１）、
入

芭金背入来綿前間
蕪’'１物間ＩｊＬｉ賞総川
句先Ｉｌｉ川家持地
碑生場 郁墓指区

噸と市碑ノ］
徳碑場和
碑 之尚

碑 行
業
碑

I」

次

一一一一

上六五三九 凡 正

三
、
堀
兼
地
腫

①
佐
野
家
墓
碑

五．

(1)、
，|;''１

jMI原
川地

正Ⅸ
金
澗．

門
年
記
念
碑

PLI

(4)（３）（２）（１）、
奥

｣二肌繁雑耐
師英翁塚地
lll翁仰区
崎 碑
翁
挫き
i郡jg

j:ｊｆ
碑

(8)（７ (6)（５）（４）（３）（２）

''１剛念従堀ル１１忠
識ｌｌＩ細《Ilf兼兼勇
漉雅修とルル碑

三ｉＭＭＩ;LL碑
郎と
職 碑
死

記
念
碑

八
三三三三
六・'１．i，｜凡’二

二
○

一
一
一
一

一
一
一
一
一

二
川

一
一
レ
ハ

ニ
八

二
九
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(9)（８）（７）（６）（５）（４）（３）（２）（１）、
水

芭弁改富鴬満芭埼治富
蕉財葬士蛙水蕉玉水地
句尊墳見吟宗句牒工区
碑天墓橘利徳碑令事
水碑架公口成
神設紬根功
御記碑 多記
堂 念助念
再 碑歌碑
雌碑
記
念
碑

五五五一Ｉﾉリ
ー○九

ｌＬＩ
じ

ﾉＬ
ー

ﾉＬ

|ﾉＬｌｌｌＬＩ三
一一九
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蕊出柴野蕊鼎鼎品毒養農撲姦馴盈
続謹製芙霜I|臓農毒唇柴挙等美儲麗茎
陀奇稲作巽氏諒則返麗承可Ｍｒ謂馬隅持
戒意不Ｉ｣|自他嫁補執」ミ典I敷匪流遺承於桁
ｲ Ｉ芙混Ｉリ頂而一亦之吐臼文涌孝駁ｉ11.月
'111父他端′叶賑指強慨挺否典典美欲臓和
座｜ﾘ：之身秀･久ｊｊ謂夫稗如 書襲然樹心尚
之亦兇不ｌｌｌＩｉｉｉ厭碑舎飲其裁欧而先亦行
ﾀｕ以推近 眼 無 学 文 諸 至 碑 撰陽若師淵業
馬非以 脈 呉 ルｉｌ也之美黄文也氏其行美碑
以粥｜リルｌＩＩｌｉ亜刺別可予知一倫賭碑業蓋銘
故 之１１:乳瞳番ｉ－ｌ否於先勤不索文之以
嘗念 イ',： 炎 年 祈 如 也 菟 帥 先念靖諮碑蓋
ｲ､；或弗賊’'１兇）ｊ終喋蒋師而之諸就111身
飾考式 竣三沙Ｆ１不蒔舎行騨 碑 大 予 之
髪筑之逃歳ｌｉＩｌ如電帥ルI《資 然 駐 方 徴 勲
也於ｉヤ桁未産蓮起覆下也将， 馬 之 文 業
じ 胆嗣鯛離師 父 ’ ' ' ' ' １ 践 亦 巳事三君予死
歳岨遊長徽幼鎮慶宛執登恐 Ｈ子日且
得或戯亦僻Ｉｉｉｊｌｌｌ按有也請 取予可公不

筒潟而ＩＬ 行師法打暁蛇参振協侃話十一学
間然求道美再達之不火禅時夫之師六歳千
~可１１１１在即師問膳盤露異叩心如宴於歳森長
陳必火今乃巳呪滞湛噸心身俗児菟春投昌
肌地lliW1リⅡ｝礼後米然｜･Ｉ寒要器｜：勇解受海寺
山イｉ肖一伴如水１，亦Ｉﾉl〈ｉｉｌ界世ｌご匝毘峯長
悩一不何退何元推是時謁恰義之山尼薙老
激之洲虚時 要求歓雪伽亮若i 怪i怪来平染祝
傾販乎師イｉ心水窪上何湛塵命義篤東馬師
' ８１１逃散｜･’嫉湛趨之と池下 芥況命本ｊ岬一之
三山：１１トー｜'｜｜･｜丈地ｊ１ｌｉｌ･Ｉ蜜然乎師参僻朝見
１．１(１－リ1,｝新放策即師汝ｌ創也出汝之利賭戯
除急と蔑誰下Ｉ１ミ述乃試ＰＬＩ年家然話尚牌驚
１ １蛍リiI ｝法師太所懐礼道更十 兇 而 頭 時 頭 畏
抵不虚〃Ｈ虐解｜:Ｉ拝石葛九偏沸秋説蹄困
膿ｌｋ１１Ｉｌ法｜助ｌイく湛闘一進姿肪法涙八戒一更
食帥参販公忍｜･’法刺「１－催職於月以之名
共於学一徹能汝販雅夜Ｈ南、Ｉ弦遊繭二謂
腰馬之’'１万忍坐一小、ド出詞惜乎都法字矛
也喋．‘僻１．１法不禅一開．'1皇衆之身私下販犠門
一可１１催果販行呪販肺Ｉﾘｌ問行命構輿一懐’二１
， 劉一也然一能成蔑交天銑先乎以侃之疑十

？



３

陽１１’而心親燈）］箇ｌ－Ｉ如三師師倒三僻塵謂
殆有授其茨細流噸枯何歳Ｈ１嘩臥大而而口
乎道虚偽湛暁悟悟 木 ‘ 儒 也 一 子不憎果以｜可
二察古｜･Ｉ公党Ｉ－ＩＦｌ袈挙｜ﾘｌ切敢党1砥乎斬予
|・ 蒋 鏡 妙 之照蒋乍竜尉年虚不通之’'１一義
年得緊心乎胤宗馬吟子春無詰身修）励之受
一師前諦 左 ｜|｜得一哲｜･’還飛異白功盤蹄座
卜 ｌ之不契イｆ成血堆満柳故連日汗一「１虚下
於侮暇博 翌 イｊｉｉｌｉ灰作典幽向亦諮時爾不之
至ｌ勤燈衣夏機思時腫腰ＩｉｊＦｌ相然岡挫得侮
道鯛 翌 法 兄縁即如生則謁反兇 而 成 如 虚 励
無ル１夏此任期礼何悩悩束之口脱也斯噸｜|」
雌門犬Ｉ | ’板以拝進俄俄脚獅口郡師大’1脅河
話之半無竹述爾Ｈ襲袈即了・ 上桶於勝也大
忽遡 結 影 湛大来天眼眼間兇座 底 弦 劣 目 地
爾楚 制 亦 附二歴興晴晴放好今 子 双 也 時 醤
挫也師無原．'‐抵臼進枯下ｌＩ ＹＬＲ急眼学併自
如師 還 像 流九諸雲竪木刀唆之 趨 振 道 而 己
如后 而 師 並歳方暁指製法師事 拝 泥 溌 潟 抹
三輔輔菱法遮Ｉ１Ｉｌ水頭竜販乃作向荘容粥而
昧晦弼，|;|｜イル蜜戸和ＨｌＩﾉi、一二陛白然易飯嗣
也駿衆ｉＩｌＩｉ衣Ｉ川稗Ｉﾘｉ這悟時｜‐生兇而子之微

病峡槻此ｉﾘ|；Ｉﾘｌ以其職老更:戯戒也蒲而指大
敢 左 音宵間 射潟年潟僻諒之開繕稚脈月待
以右之感』ＩＬ庵）ｊ七座今「１道后篇也依曹照
岐侍像反之’'１将）］累雌如場越棚師‘ｈＩｉ渓公
リル蒋三イ;Ⅱ稗''111ｉ張一Ⅱ‐雄ル〔）ｌ也之陀偶侯是詰
蝿亦｜臨宛リｊ於乎六騨仙ｌ－Ｉ師人経乎帥何以
馬此以ＩＩｉｌ女 潟 ｌ １ ｌ ｌ 夜 如 后如七邑百今之者偽
ｌＩＩｌ時充前折振起期膳必蓮一|・信除之返現日
侯遠 浄年種々徐月月西Ⅱ‐二陽巻 庵 l I i M i 成 西
之近業美樹殿 々 之 平 １ １ ． 右 歳之白殆以脱来
道侍査以１弛々ｌｍｌＩｌＩ万七旨ＩＬｌ矢是乎師僻祖
俗湯助故衆Ｉｉ ｌ ｉ ｌ ﾙ １ 念 物 ・ ' ・辿任寧先三価猫道
以薬芙岡・粁伽ノ『伽無二也 庵上二十恩尊執
夜特じ所庭雌ＩＩＭｉ夜伽年夫之陽三年愛翁博
次愈 ｜‐拝際ｌｿ：１１１将蓮雌於 壁 之 之 時 舎 師 束
'１宿ｌﾉＬＩ感如雌無附在受l’’二１松勝中再四一
師徳歳弥市／ｆ雌時平生出老林利以帰十道
一脊 六 陀 也斑綜室泌乎没僧 逮 請 浄 古 四 神
一年月之Ｉﾘ１場仙内泥五乃 而天師業梓歳光
Wll師椛反年励放如不測以庵琴結煽終慈慕
捌･雌リルｉ札｜亦野大妾染未束束愈制三慣Ｉ１７ｌ７
怜臥 雌 饗 於念光師平全西西 行 若 昧 陳 老 風



l1lli之施底傍根陀述之｜||：頭談虞煩之イ「右若
之座設椀峻樹識者際蒜宴左也汝岐’１時伽
道 下遡巾以共式 弥 道 七 然 右 汝 等況老’'１揃
者則出炊勝一|‐文陀俗十座'Iil『等惟亦僻泳者
殆恰平妖利 五迷挫執五化如努夫菟雌浴也
平如今枯請’11．偶之緋１ｌＷ也也力所親不敬七
三青時淡一於噸iii［者Ｉ胤丁翌莫洲無肖’''１Ｈ
十 騰就間不今老 解如 六時 将１ 解一差七：‘1k病
年而使右随鎮来面子十ｌﾘ１天|ルル斗以．|‐夜漸
未前雌参四束リ'''１壁将凹和曙々之利五脇命
曾無執請十両稿坐全停六時 美水耕年不然
孜燕巳之除美望祁身詑年使一一届以普而
々雀兄飛救師 機儀煙一巳左Ｉ｜柵今大ハ'ｉｆ片
而之’１１臨折機淀顕乎｜ＩＪＩ二右泳之Ｈ法１１１１［佑
不所参機脚鋒心戒庵顔｜‐懸浴油然鯛々不
厭啄妙社鋪辛所論之兄二弥 更平老念然利
者也義縛兇 錬以之側宛月陀衣鴫来不念起
無祥之釈白プi畠蒋牧師杵二 之飲呼爾趨仙座
他也 誰粘 炊右而各乎含’－１ 像 餐 因 哉 貧 一 服
故服一門松敢以一昔笑卯合亦 果 病 名 ｜ ･ Ｉ 力
其牌至庭風随塙巻所葬刻掌蒋不患愛示平
履乎帥之没近無弥著倣也低常 IIJ漸利左左

慶衝瀞商蓋防然協商之感枯典道之勾践
奉天業山夫按鍛道而遺'慨荷桝他美不動
恩蔑於流願剣机偏母孝則蒜人之於寓業
誼･ 岳 熱 水椴輩伽徳上之騨燈街短平１１ｔ不

除脂 稚 Ｌ Ｌ 長 師 之 有
々帥九流不者藻叔

浬磨蓮雌日頗雌儒准強之牛同心懲華一世
語胤臓知維雌妙信而之願之Ｈ間代執流
銘耕月巳雛充釧嬬廃美輪一而他一文弊
碑砥按稀脂逢鎚慈雄系而毛語之偉新之

劣弦巳典乎菟人 脈執
姪以抑Ｉ顧師親也之也
逃 縦前測没争今必眼天銘亦向行登親瓦師
莫･値礎音弦向猶ｉ世具奈Ｉ－ｌ得来業可入喋営
祥劫ｌﾘｌ勢 猫 火 干 菜 重 蓋 1 1 1：賭之今昔之不
泰焼徳至奏１１｣Ｌ錐葉脈馬 之帥始時野執遊
瑞 涌 之未謀慧質戯
焚 子 碑縦門之者策
悲 喜奈交若獲鰯尚兇地者蒋 雌 庭 法 挫 墨
百将何腎封雲り腿仰過甚識 故僧之門之偶
拝 霧亦結鍾寛推流於城承愛 千 岡 不 梨 碩
誌躯諮附期施知随師之一子右 免熱｜｜玉章

４
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(2)

石碑写真

大 雄 所
き 在
さ碑地

善看護霊責息墓票笠崖澱蔭,R,蕊
享安誤治石今十チｉ綿之勝而束文
保仰薬美之搬亦方術 貰 丹 典 其 武 一
節翼師居間土謀清壮法斥也聞蔵
十 聖士協敢彼衆年雛其南委州
三皇像甚前無臼諭而 玄故方図入
戊風 重職亡倦祉諦巡心原渉本間
''１水而喜後適建大 鵬居此々朝郡
秋扇刻而滅随堂乗凹土所平Ｉﾘｌ内
穀供彫計所鋤安妙剛 云往原子入
.|H‐日澗願立頭桃典 西 若 占 北 側 間

増陀輪石而得一剛厭瑠方在川
輝石 頓 浮 得 達 下 板志璃望隔之

沸ｊ博聞若順部東鎧典鴻塵郷
謹法而果也干於而秩 甚寺々畑者
誌輪上数築石領以父 厚と入之厭

縛報 橡 識 碑 主 廻 側而門間地古
蔑四模博磨蒙向通内土I|冒流競相
世恩宇来之許四大持也誠堂国
祈下不奮兄容恩士jIi，駕可’１１新
者資Ｈ跡弘乃三終戒在謂言田

閉Ⅱ

■
●
宮



（
銘
文
）

。

大；諜題建所
き 在
さ者額碑地

(3)

東
西

入
間
川
二
丁
日
三
恭
地

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

綿
貫
氏

綿
貫
氏

高
さ
一
二
五
ｍ
・
脇
六
九
ｍ
・
厚
さ
一
七
ｍ

石碑写真

６

山
起
庭
中
更
禰
縫
未
甘
人
喚
小
嵐
峰

香
風
晴
Ｈ
園
林
好
一
半
樫
花
一
半
松

寄
題
綿
貫
氏
園
併
書
椀
字
面
道

束 西

我
家
に
鱒
ふ
る
所
の
山
林
川
胴
此
碑
を
し

て
初
杭
と
な
し
分
間
総
闘
を
設
け
永
く
後

の
讃
と
な
す
も
の
な
り

安
政
乙
卯
年
三
月
綿
貫
栖
荷
建
之

妬･本写典



Ｆ・嘗

Ｅ笛ｂ罰
もＦ

蜜一篭
一「詞色聖

大 刻諜撰築処所
き 在
さ者者文額碑地

(4)

入
間
川
郁
市
場
之
碑

高
さ
二
五
四
ｍ
・
幅
一
九
五
ｍ
・
厚
さ
二
五
ｍ

入
間
川
三
丁
Ｈ
六
番
地

明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
弧
川

侯
爵
久
我
建
迦
※

河
瀬
秀
泊
※

大
内
青
榊
※

麗
嘩
久
長

石碑写真

（
銘
文
）

人
間
川
祁
市
場
之
碑

農
者
造
潟
商
者
通
駕
二
着
備
而
後
始
可
以
言
固
爾
夫
郡
落

者
造
富
之
虚
其
居
固
不
蓋
於
都
府
然
而
人
皆
怖
郁
落
慕
都

府
何
也
壷
不
以
農
夫
之
撲
為
野
而
商
買
之
華
為
文
耶
然
則

農
輿
商
其
亦
蓋
文
野
欲
武
蔵
剛
入
間
郡
入
間
川
祁
其
地
膏

峡
其
境
四
通
昔
者
民
戸
僅
三
百
除
耕
桑
之
業
甚
隆
嘉
禾
良

繭
倉
儲
厘
積
家
家
頗
富
然
未
嘗
有
貿
易
之
道
乃
不
免
所
謂

農
而
野
者
閏
郷
以
為
憾
尚
美
明
治
四
年
古
老
膏
謀
始
開
互

７

1選爵

殿

拓本写真

E▼ｍｑＰ
ａ■

唖

８【

合

何

【１日

鱈蕊蕊

蝿
蓉



※

ｉｌＩＩ

瀬

秀

論
を特 ｜
峡・Ｉりｌ
任印論
・勝期

鮮・の
,賜熊‘I‘１．
．秤旅
人．.

|Ⅲ人災
ＩＩｌｌｉｌｌＷ業
蝶な家
にど。

瀞の武
式知職
製県知
糸聯県
l：．、'1；
場県 ・
を令小

典をＹ．￥
し 膝 ・
た任印

。ＯＩＯムィ

※
大
内
荷
瀞
Ｉ
明
治
期
の
在
俗
、
張
獲
の
仏
教
着
。

「
鯨
皇
奉
仏
諭
」
に
よ
り
、
鯨
蝿
と
奉
仏
を
一
体

の
も
の
と
説
い
た
。
訓
育
唖
院
を
波
立
し
、
大
服

三
年
（
一
九
一
川
）
東
洋
大
学
学
良
に
就
任
。
多

く
の
社
会
蛎
業
に
か
か
わ
り
「
明
論
の
維
峨
」
と

称
さ
れ
た
。

※
久
我
処
辿
ｌ
公
家
。
文
久
二
年
（
一
八
レ
ハ
ニ
）
内
人
服
に
征

ぜ
ら
れ
る
も
、
測
寓
降
嫁
の
件
で
怨
み
を
か
い
、

伍
職
を
辞
し
謎
鵬
す
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
復
職
。
明
流
に
入
り
、
蛍
茂
神
社
も
松
尼
神

社
の
大
宮
川
、
宮
内
満
の
文
学
御
川
棚
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
維
新
の
勤
王
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
測

歌
・
絵
阿
を
よ
く
し
た
。

８

不以支本文臓民市
Ｉﾘｌ誹博流１m若’凡｜競之
治１ｍ之将撹愈百集場

従二膳後安之進除販以
－１．之昆 存 源 不 盤 賎 毎
位三云詰駕也綴然寅月
侯年余可蒋 則 一 堂 一
爵五文不夫 為 巾 獲 及
久１１余慎徒部街利五
我嘗哉貧為非典之
挫令頃巾府復藤’１
逆於粁利亦雄爾交
築入有ｉｉＩｉＩｌＩ時来通
額｜川志遺 期 之 僅 其

従牒哲耕灸郡二所
五典協桑雌落十儲

大位．!'し力１１１１然也年積
常 内 河 民 欲本農便民於
群青瀬有勅源若雌戸是
久瀞秀瀧於 終娃従哨四
長詳論誼典枯岡野加境
錨 撰 故 和 澗之１陣無之



c、
蒋碑写真

(5)

青
物
市
場
之
碑

入
間
川
一
一
一
丁
目
二
二
番
地
八
号

明
治
三
七
年
（
一
九
○
四
）
十
月

ｕ
ｌ
ｌ
Ｊ

ｌ
７
眠
拠

川
、
正
皿
（

小
池
銀
次
郎

高
さ
一
二
ｆ
ｍ
・
幅
七
二
ｍ
・
厚
さ

大刻詳撰建所
き 在
さ肴者文碑地

豊健蒸暴器菱毒薙蕊
吾蝶Ⅷ萱権謀更茎
之家元燃入能以間
捌之地史間雌養郡
始一犬桜川年沿入
而ｌｉｌｉｊｌ皇｜ﾘｌ為魚洋間
距肺之之’'1Ｊ不数川
今為ＩＪＩ勝ｆﾉｉ知郁巻
凡其 僻地美其之ｉ獲
百業位、 仰所１１１水
五青於豪避碓隅源
一|‐物町農地幾復丁
有間’'１謝典何澗秩
除総央商川櫛幾父
年者有，|;Ⅱ越知下山
自賛一接，|;|｜為之而
鍵暦商洲洲天腿１１１
机三家共ｉｌｆ然家断
|鳴年Ｈ常文之加本
崎突ｌ鳴源｜リリ良之郡

拓木写真

９



孜
々
而
岡
之
恢
復
蕊
再
開
維
持
蕃
態
之
道
因
之
永
久
不
漁

之
基
礎
梢
確
立
潟
通
常
主
典
右
術
門
蒋
欲
勅
斯
業
之
起
源

沿
岐
典
先
考
之
功
勢
以
博
於
後
蛇
巾
屈
予
請
文
予
倣
然
干

強
誌
其
梗
概
云
爾

明
治
三
十
七
年
龍
集
甲
辰
季
秘
十
冊
穀
Ｈ

尚
療
山
口
正
典
進
井
群

咲

示
保
イ|ｊ

花
おも
本ひ

済ろと
､'二にっ

以上「
川徒
越類加
連 祥
雀洋美
町能都

夜 々
小乃
池川
銀
次
郎

（
さ
き
に
お
ふ
は
な
も
ひ
と
つ
に
か
す
み
つ
つ

お
ぼ
ろ
に
い
づ
る
は
る
の
よ
の
つ
き
）

1０

ノノ三孝十人榊年々収本々維 以他節六常又
将十能六所入而常支業平新厭事概･'1ｔ地七
衷五守日以間同時益之而之 倒大鹸主小君
滅年父浦羨川 十 人 正 峨 附 | 盛 イｕ博富典灘博
１W・夏翁潟鴻町七呼確張之１１１：之華進イ:ｉ氏斯
荷俄之遠同英年而而典神被同容取術偶業
主然教逝二糾辞為無町及選業之之’'１１開吉
諸有訓美十漸職廉些政傍抜者 信気 荊同 々
氏企継享九常後直錯之憐入恭用象初業継
特岡業齢 年春Ｉｉｌと誤改蝶 間 匪 累 栃 名 将 承
薄斯吏七一秋二討得縮寡川 偶沓然榊試而
然業 名・Ｉ・刺Ｉiii十子使夙孤村然之顕励党藍
控分解有被身二匪部夜拙戸 也襲頭太争今
鴻 裂典三為神年不下殆然長既 産角 郎然 日
醤者右嗣病健脚敬衆忘不爾而蕊ｉｉｌＩ'１有鳴
|｣ｌ於衛子 魔 康 町 服 民 寝 棄来遭常業幼故平
方難問繁胃記村者莫食殖注 遇代鞠頴奄可
縄乎益太同臆制也逸就産力千棚窮悟兇謂
代蒋極郎年猶 寅 在 憾 Ｉ ｌ ｌ 之 於明輩精長隆盛
数Ｉ|丁繁羽十／ｆ施職名致道教治IjIil胤而業美
満場栄性二兜更幾盤税職育大而不倍常鍵
者肴同至ハ為村九隆務慮騨政而 噸右 家日



1１

(6)

金
山
先
生
彰
徳
碑

入
間
川
四
丁
目
五
○
一
八
番
地

昭
和
八
年
（
一
九
三
一
一
一
）
五
月

三
志
曾
長
祷
藤
半
之
助

陸
軍
少
将
正
五
位
平
田
幸
弘

武
州
入
間
川
石
熊

高
さ
三
○
九
ｍ
・
順
一
一
一
○
ｍ
・
厚
さ
一
一
○
ｍ石碑写真

三
志
金
山
坂
次
郎
先
生
ハ
弱
冠
ニ
シ
テ
我
ガ
入
間
川
町
二

束
リ
育
英
ノ
業
二
携
ハ
レ
シ
ョ
リ
資
二
五
十
年
ノ
久
シ
キ

ニ
亙
り
或
ハ
教
育
二
従
事
シ
或
ハ
自
治
二
身
ヲ
委
ネ
格
勤

一
日
ノ
如
ク
其
間
町
護
展
ノ
タ
メ
施
設
経
営
セ
ラ
レ
シ
所

一
々
枚
翠
一
一
逼
ア
ラ
ス
其
薫
化
ハ
遠
ク
隣
接
町
村
二
及
ヘ

リ
先
生
ハ
我
町
ヲ
墳
基
ノ
地
卜
定
メ
常
二
至
誠
以
テ
町
民

ノ
良
友
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
ラ
ル
利
己
主
義
寓
能
ノ
現
代

二
於
テ
其
美
シ
キ
心
情
ハ
吾
等
ノ
最
モ
敬
仰
ス
ル
所
ナ
リ

キ
蕊
一
一
同
志
相
謀
リ
テ
碑
ヲ
建
テ
先
生
ノ
半
蹟
ヲ
録
シ
以

テ
不
滅
ノ
功
績
ヲ
永
遠
一
一
顕
彰
ス

川
越
藩
士
金
山
達
徳
二
男
慶
応
三
年
七
月
三
Ｈ
生
ル

明
治
十
六
年
五
月
入
間
川
町
一
一
来
ル
大
正
四
年
七
月

入
間
川
高
等
小
畢
校
長
退
職
大
正
六
年
十
二
月
ヨ
リ

入
間
川
町
助
役
ヨ
リ
町
長
ト
ナ
リ
昭
和
二
年
十
二
月
退

職
大
正
九
年
六
月
勲
八
等
瑞
蜜
章
下
賜
昭
和
五
年

七
月
老
後
慰
安
ノ
タ
メ
三
志
曾
設
立
昭
和
六
年
十
月

一
日
逝
去

昭
和
八
年
五
月
三
志
曾
長
寮
藤
半
之
助
撰

大刻害撰建所
き 在
さ者者文碑地



古
池
や

大年所
き在
さ代地

一

一
Ｆ

ふ率 一
一
一

海 土

(7)
己

芭
蕉
句
碑

祇
園
一
三
番
地

大
正
年
間

満
さ
一
六
九
ｍ
・
鵬
六
○
ｍ
・
厚
さ
一
じ
、

拓本写真

蛙
飛
び
こ
む

水
の
.“
１－１

‐
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ

裏而拓本写真

花『碑写真

1２



…
Ⅱ

．
窯
Ｊ
罵
言
密
・
個
作
△
誘
錦
’
碑
・
露
烈

ｌ
‐
鈴
』
Ｌ
《
画
風
一
一
鵠
ィ
酉
」
》
一
説
Ｌ
詮

』
馴
淑
》
蕊
醐
誠
一
叙
》

§
欝
：
雫
ｆ
…
…
鵬
：

矛
織
聯
一
一
噸
蕊
舗
調
麹
弾

霧
廻
蛎
・
△
雲
蛎
篭
‐
＃
噸
、
麺
，
埠
電

畷

＃
，
１
１
「

第
二
章
入
間
地
区

⑩
竹
友
田
口
君
碑

所
在
地
北
入
曽
一
三
六
四
番
地

建
碑
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月

祭
額
伯
爵
土
方
久
元
※

撰
者
文
学
博
士
川
田
剛
※

書
者
巌
谷
修
※

刻
者
井
亀
泉

大
き
さ
高
さ
一
九
一
一
一
ｍ
・
幅
一
一
一
一
○
ｍ
・
厚
さ
二
五
ｍ

と手.皇

露

石碑写真

拓本写真裏面拓本写真

1３



明
治
廿
八
年
十
月
正
四
位
勲
四
等
文
肇
博
士
川
田
剛
撰

正
四
位
勲
三
等
巌
谷
修
害井

池
泉
刻

（
裏
面
俳
句
）

蒋
際
の

念
那
き
桐
の

一
葉
哉

※
土
方
久
元
ｌ
幕
末
・
明
治
期
の
政
治
家
。
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
、
三
条
実
美
の
衛
士
・
学
習
院
御
川
掛
と

な
り
、
実
美
ら
の
都
落
ち
に
随
行
。
薩
長
連
合
の

成
立
に
尽
力
す
る
。
新
政
府
成
立
後
、
盤
商
務
火

限
・
宮
内
大
臣
等
を
雁
任
。
辞
職
後
、
泉
典
講
究

所
長
・
脚
学
院
人
学
長
・
火
永
久
学
館
館
長
な
ど

を
つ
と
め
て
、
教
育
の
発
歴
に
も
尽
力
し
た
。

1４

（
碑
文
）宮

内
大
臣
従
二
位
勲
一
等
伯
爵
土
方
久
元
築
額

君
誌
宗
平
竹
友
其
雅
又
稀
蚊
雷
庵
武
蔵
剛
入
間
郡
入
倉
祁

人
父
口
係
明
年
南
十
九
柿
年
寄
職
無
何
群
去
勝
江
戸
畢
剛

典
於
塙
忠
賓
漢
籍
於
開
口
貞
祷
孜
々
勉
励
殆
忘
寝
食
明
泊

六
年
率
郁
与
他
六
郡
和
議
姓
公
立
小
躍
名
円
入
倉
畢
校
沼

為
衆
人
冊
推
受
其
教
授
法
於
厩
橋
師
範
校
卒
業
而
蹄
因
為

教
員
誘
導
得
宜
生
徒
大
進
九
年
宮
改
選
郁
史
物
議
紛
擾
累

歳
不
己
乃
以
君
為
戸
長
一
郡
協
和
人
心
院
服
居
三
年
欲
罷

就
問
地
衆
請
留
任
至
十
五
年
始
得
解
職
二
十
年
十
月
一
日

病
残
享
年
五
十
有
四
葬
於
本
祁
之
篭
城
妻
牛
窪
氏
生
二
男

三
女
君
性
温
厚
尤
孝
於
父
母
夙
得
令
審
於
郷
黛
晩
謝
世
務

娯
心
於
花
鳥
風
川
寄
典
於
和
歌
俳
諾
著
俳
譜
合
鑑
其
残
也

人
無
少
艮
莫
不
歎
惜
川
詔
郷
先
生
股
而
可
祭
於
社
者
荊
其

庶
幾
潟
乎
銘
Ｈ

以
為
教
員
能
育
英
暖
以
為
而
催
能
桝
生
腿

矧
修
内
行
純
孝
愛
組
矧
講
古
典
至
誠
敬
神

帯
美
蒋
人
衆
蒋
在
身
身
雌
亡
乎
搭
則
弗
眠



※
巌
芥

※

川

修
伽１人し．!'ド沢｜
は々 、法''７ｌｌｊｌ
各の一を城泊
地求家学に期
にめをび､学の
残に成、ぴ洲：
つ応しイ『、家
てじた）Ｉｉ後・
いて。下、り・
る抑眠りｉｌｌｉは
．奄厩の人一

蹴 緋
澱＃
澱嘩洲

ｌＩ１Ｉｌ
に苑縦撰汁ｉｌ
Ｉｉ１ｌＬｊｉと八際
文を・な年／ｋ
に慌東るへＩｉｊｌ
秀修桝°一流
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仁
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源

[］走一11．以十二金而日旅将紫ルｉＩｉＩｊＩｉＩｉｌｌｌ長大
若乃八非二月州 走可 順攻 明後 ＩＩｉ道地ＩＩｆ本
仰瞭年要月二 之 之 敵 翌 旅 襲 が 要｜・’'１諸誉
抜之一衝四Ｈ北廿六、順大戦′Ｉｉデ九将’１其
之其）ｊ棄’１抜有二千午以連常・ ' － １ １ 到 嘉 廿
其四三之以之四日窺後第湾勝一紙本吉四
Jｉ為’１復歩 頓 城 旅 金 陥 十 敵将ｊｊ朝鋳奥Ｈ
為蓋暁遮兵兵二 順 州 之 五 菜 土」i，鮮翌常武
太 平獲稗一月塗敗 城 敵 聯 守 気１１人ｊｊ卯州
平’１１１普閑大除其兵之死隊ｌｉｉｉ勢始ｌｉｉｌ既之入
１１１）ｊ蘭店隊其一数兵傷第介、典派望助間
距トルｉｆ其為二 日 百 寡 無 一 ｕ ｌ ｌ併消’1．典二郡
蓋１ １過三斥為普逃従算二Ｗｉ次兵 ｜ ﾉ Ｌ Ｉ 海 野 青
平 攻復為候復蘭至 復 我 大 戊 ’１戦１１叩宮柳
四之州熊攻州店余州兵隊為抜人拙敷作邑
Ⅲ時攻･蹄復距 即州 来死 守術 企イ'１鴫蝋太民
二城熊去州普金城襲者城一|・州尚入階郎小
川進僻復一蘭 州兵 迩僅 一| ル六 城’'１桁獲唯峰
廿凍敵州躯店一撃撃二’’１１帳下花宇徴熊
四例不二取七Ｒ而城百午’'１と大｜刺ｉｌｉｉ１１兵蔵
I」兵抗十之八程零束除後金七破河冊為味
味気而里而里十之北此攻州｜Ｉ之１１濡従岡

城 八二激Ⅱ北 戦向再戦効所一'1‐年納三里爽
敵’１旅飛取城而台隷状勢’'’八｜凡｜地）ｌ満開
懸破 閥 城 新 而走湾口而，ｉｌｉＩＩｊｌ及六同稜
城枕典兵：lli礁之・Ｉ|‐北１１逆蹄遮｜，金’’１１雪
後蚊 台リIjij乗之六九白清味郷 ル 〔 七 於 ド 又 而
之 １１１北之勢廿月Ｈ川之岡其ｊｉ （ ’ １ 猫 と 爽 攻
隙紳兵ＩＩＩｆｌ攻一三抵壬講等ｌ－ＩｉＺ山，ｉｌｉ九，）叩陥
而攻合守新Ｉ１ＦＩ曳五巳迎二'驚次と’’七之
死尖蝶侯竹従典庭月成而ｊｌＩｉｌ），イ,，唯里其
守兼破援i赦境海湾廿豊告三火，火，平，,，溝１１１
甚山走凡乗大軍敵二湾従，，。Iい‘i：庄其下
問ｉ敬二Ｉ)Ｌｌ城佐倶避n入軍Ｉｉｌ人凱犬崇六一
然不城・'‐而撃攻可自我之邑倍旋皇敵為里
典戦間除走楊基半旅版概商不之聞衆幾Ｆ，
后ｉｉｉｊ之１１廿梅隆里順岡市橋被命，ｍルＩＩＪ老
龍逝ｉ散人Ｊｉ暦取因還而五ｉｌｉ－，,、許淡去爺
同十１ｉｌｉｊ１１１間之上沖頑郎 八 創 二 也 無 Ｗ 廟
Ⅱ三新六ｉ散新 一 岸 城 民 鮮 郎 ｜ '．，Ｉｆｆ復七其
敗ｕ竹Ｉ’返竹二興湾不之亦不溌，ﾘ，抗以東
之収剛後襲とＨ全廿肯亦’'１為大輪満満Ｉ）Ｌｉ
其后始縦姻道陥，'，六服諦台瓶迎一,,‐彼三，-号，
西龍解之城翌台敵 Ｈ 故 其 湾 気沸八遂』,Ｌ七
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大刻撰建所
き在
さ者肴碑地
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廿
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台
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台
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Ｈ
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今
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岡
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軍
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不
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妬木写真

陥其余更非方岩云故一先右年連
Ｉﾘ１１恢需余疎蕃今ＩｌｌＭｉ分．11．バミ衛来綿
沿徳而嘉弦観社瀧今 業 腰 左 門 除 蛮
三雌不諸一唯倉吉ｈ「其絶術羽慶庄
十 之敢君族恐之羽．八弟芙’１１１助安右
ｌ－ｉ洲鮮追相後気ｌｉＩｉｌｌ・以然氏造延衛

乎乃遠謀莱述雌八一ll j 元 雌 君 賓 門
岐 忘之而内駿屈年典 禄 係 金 以 氏
秋其厚欲 交 然 於 除喉二度撒降則
九｜ｌ１ｉｌ志銘外’１仙憂絶年安調其其
ノ］陥殊其通進族人亦本紀等支・'一
二誌於事種月亦郎稲村元皆族三

川１１・'‐其三蹟族歩イｊイド唯堀於其漸世
越束三串 ツ 於 混 世 多 則左派分後分之

村１１美木石渚開少其術商家喬為後
老経氏以其風’'’八門 橋其也五．胤
隠’二Ｉ 亦胎本化緒代附」i‐・子然家也

富内無蕉後源人参之後左係長則然
瀧 ’二 I:１念識昆漸文加後li-iI衛雌人粂星
久正爾也以遠溌之術商ｌＩＩｊ三郎吉霜
長イ 荷 机故文支迷美也橘氏代荊君三
錨撰・胃'1：唯嘱流亦蓋ルリ氏イｉＩｍ之倉百

（
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落
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又
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落
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右
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右
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梨
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右
衛
門

氏
輔
文
禄
四
未
年
分
業
其
一
子
本
村
青
柳
字
於
新
屋
敷
更

創
立
一
家
是
稗
庄
右
衛
門
抑
為
我
三
シ
木
氏
祖
爾
来
子
孫



７ｒｉ碑野鳥典

大刻害撰題処所
き 在
さ者者粁額碑地

(7)

国
田
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郎
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碑
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三
シ
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一
一
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○
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地

明
治
岡
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）
券
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軍
大
将
乃
木
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典
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史
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濃
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冨
亀
巌
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さ
一
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三
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・
順
一
四
六
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・
厚
さ
二
一
八
ｍ

捌芋藍盃雅罰謹国両
金球此頑好と夙信田文
剛之秋其 戦略挟望幸一
三 ’'１也却我党斯晶三
下原彼‘階欲 以 穂 高 郎
之乾 我液止従多不戦
孤坤之荷雌Ｉﾉﾛ術行死
旅鯛海姑止加帝義紀
破之｜鞭緋唯束業企念
鎌震 二馬之於砺妓碑
倉勤放唯地是道大
門雌二感在乎謹語
蔑然アーｉ我靴兼張公
之｜‘１閥｜或ｌ１１ｌｌｌｌ敢明
大吉也家義撚進橘
兵誇未空戦脅唖不
以強 Ｗ 、 前 山戦蒙正
米騎右と英而呑哨
洲勇之災耕彼南下
烏新人厄火Ｉ１Ｉｌ歌和
合擢車而爽止那資

椛本写真
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大刻：ijF撰建所
き 在
さ料粁椅碑地

ｌﾘ１１堆就喜骨
泊 市 余 三 肉
｜ノリ人洲郎井
｜・将文退出
｜ﾉLl-ll具｜火｜仲奉
年三造欲公
．ｆ位脇博蓋
亥勲銘之家
ノｌノー不門
春等膝朽之

功炎｛ｿ：名
儒一忠増審
濃級烈子也
散イ''１無妹而
史 爵 窮 箱 今
’i＊乃郎子也
ｌ１Ｉ木家琴厭
備希憧子弟

補辿典蚊倶亡
勉撰腿イィ賛美
縦、1ｔ′了：衷此伯
刻沖躯父

(8)

中
講
義
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赤
坂
二
四
六
番
地

明
沿
三
二
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（
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八
九
九
）
十
一
月

植
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平
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柚
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版

山
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鶴
年

高
さ
一
八
三
ｍ
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幅
一
五
○
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・
厚
さ
二
四
ｍ

鵬

病州･功名助之股子月一隊濡街郎滅虞地之
院 七領分金厚時水十Ｒ冊性朱柑而故無民
療年勲存 五収年帥八上二容閥武繭桁団衆
癒十八於一}‐‐Ⅱ‐誉Ｈ従年 淵一州代任家退
冊一等戯 間夫九等始役十漂族入之戎強英
八月瑞宣而朝屍十戦露一篤先｜ﾊ１名４ｆ勇国
年従賛哉后追骸一関蕊月，単 考郡分粁決節
六軍章仲没不月家東蹄常稗ｊﾙ１１存須非制
月接従兄官叔試廿屯京省ノＪ 平雅美柵反之
販戦節徳祭勲｜ﾉL’六ｊ陣’'１１|卜・'１．泊村弦確強リi、
郷連記太端八句Ｈ闘慶七九之 火故,備勇勢
尋闘 章郎｜或｜等ｌﾘ１於金'嶋年 年 弟 三 陳 以 況 其
進月賜亦私功春松州宇三十三 木′巾行於然
勲除時先祁七一樹南品川二ｊ'・係歩大一不
七稚金在先級月血山赴牌ｊｌ 山於兵我徹惜
等術六軍雄賜りｑ苦旅任日入Ｉﾘ｝イｉ一乃悩行
夫還十依送時１１戦順清露千輪 ’１１等雌腹於
斯京凶清将金我格王幽戦歩ノLjiMI卒一之信
兄於 其 蕃 火百単闘家盛員兵 年 部 剛 介 不 義
有慶１１戦義Ｊｉ物之屯京四策九三Ｉｌｌ之可則
斯尾露闘之十色末上省月三）ｌ 成：‘謄身也無
弟分役 之 一 ド ｌｉｉｌ得陣城五十聯生述三｜|ｔ志天
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（
碑
文
）

一

大
川
義
純

所諜山入先近年大
謂設茶明生郷人川
其墓場倫居之大氏

｜ﾘＩ人碑従皐少子ｌｌｌ維偶
論乎夫事校時弟受投

皐茶復補如修純
１。有業修教先験雛
武死捨其導考道汲
年 畢有畢職之於Ｉｌｆ
ｌ‐有除既次例雌父

活年謂拝維醐大
川学 齢 空 神 新 三教

得正畢米後誕院
植所 六不 金出 院鏡

ｲ『竹捧十如村束業純
l：平在五資稲部成川：

蔵其 頃務 荷畢 而一
''１撰人者拠神於｜､,洲
崎惟 存奥書社井’'１ 氏
慨：『'１：美’'１１冊洞上蝶宏
年 如人寓掌頼授政
拙君議背後｜或ｌ単］i、

Ｉ

碑

棚

大
川
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子



、
筆

（
わ
が
た
ま
の
お
く
（

ち
よ
こ
め
て

つ
ら
な
る
え
だ
の

連
な
る
枝
の 千

代
込
て

辞
世

我
霊
能
奥
城
永

花
を
守
ら
舞

は
な
を
ま
も
ら
む
）

お
く
つ
き
ど
こ
ろ
に

3１



下
奥
常
八
山
川
番
地

嘉
永
弧
年
（
一
八
五
二
）
五
月

中
津
俊
郷
※

大
皿
玄
齢

中
津
俊
郷

本
多
派
治
郎

高
さ
一
九
三
ｍ
・
幅
一
六
六
ｍ
・
厚
さ
二
一

(1)

第
四
章
奥
富
地
区

筆
塚

大刻書撰題建所
き 在
さ希者者額碑地

園、

（
碑
文
）

凡
惰
之
兄
干
後
者
道
之
存
ｆ
前
也
道
何
在
行
平
己
者
是
情

何
在
存
乎
人
椅
是
松
井
翁
名
貰
忠
字
芳
郎
一
宇
孤
平
初
椅

花
坐
堂
離
下
卒
其
兼
法
雅
花
唯
堂
為
人
柵
和
莫
有
刻
薄
之

事
於
門
生
也
強
項
竜
子
猫
無
苔
督
滞
有
過
必
微
詞
腕
訓
如

恐
傷
之
故
百
，
一
談
莫
不
蛍
其
教
奥
寓
為
新
兄
侯
采
邑
時

合
邑
推
翁
為
里
長
翁
性
任
兄
人
之
急
必
趨
不
職
其
家
故
致

活
計
之
察
剥
於
此
将
鮮
其
職
以
侯
不
許
入
青
蓮
門
中
由
其

蕉
章
登
叡
山
薙
髪
雅
法
橋
松
翁
侯
不
得
巳
使
翁
長
子
為
鬼

長
其
獲
乎
上
下
如
是
則
行
平
巳
者
可
知
也
凡
随
翁
之
門
塘

蒙
其
薫
陶
者
二
百
有
除
人
皆
感
翁
之
徳
而
欲
築
塚
埋
其
退

筆
刊
石
存
其
墨
痕
長
留
慶
福
寺
境
中
嶋
呼
衆
多
之
人
其
情

之
厚
如
是
其
心
之
一
亦
如
逢
翁
平
生
之
所
教
使
之
然
也
今

於
翁
生
前
述
其
事
略
則
常
解
毒
撒
記
也
然
従
衆
人
所
索
強

円
筆
塚

嘉
永
瓦
年
王
子
良
五
月

Ili太
洋’'１
俊玄
郷齢
111：撰
井
胆
棚

3２



０
４
』

天
地
の
恵
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ひ
た
つ
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こ
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若
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石
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石碑写真拓本写真
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り
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え
ら
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た
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凸一全
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掌会莞暑星茎幕蝿癒
今平師孜於也遺鯛単文
遮素者孜本其憾惑新一
鶴待乎而郡先也也必
齢其遠不奥考栗終有
将人 近怠富常原不師
飛也後遂邑右翁鮮人
l I f懇進熟幼衛 通 美 非
稀篤相干而’１１１榊唯／'２
尚授博業好母繁恨ＩｉＩｉ
世其 以 精 数沼右乏知
操業 受Ｔ畢崎衛協と
然也其術師 氏門人新
liIl親業頗事以資帥執
人切者 究 同文性若能
感是漸其郷政温Ｉｌｆ無
其所 加慈久丁厚今惑
恩謂至奥保亥篤迦惑
慕教 一蓋田三資弊而
其不而 以先ｊｊ而而不
徳倦 除 足 生望不今従
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大刻害撰築建所
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量=齢

(4)
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正
卜
三
年
（
一
九
二
四
）
十
一
月

金
井
藤
吉

利
根
川
丈
雄

金
井
藤
吉

山
崎
鶴
年

高
さ
一
七
四
ｍ
・
脈
一
五
六
ｍ
・
厚
さ
一
七
ｍ

Ｌ
Ｌ

（
碑
文
）

平
右
衛
門
者
山
崎
氏
字
里
英
小
時
日
平
次
郎
下
奥
富
藤
右

衛
門
之
子
也
以
文
化
十
一
年
甲
戊
生
自
幼
好
書
而
値
出
入

花
生
堂
門
孜
々
習
畢
達
其
諜
流
潟
人
博
之
於
村
里
児
童
其

教
也
至
親
切
弦
以
生
徒
四
来
終
至
寮
汀
除
人
然
明
治
八
年

有
畢
事
之
革
令
於
此
使
四
男
藤
朝
修
嬢
熊
谷
牌
暢
護
畢
校

藤
朝
地
勉
熟
単
科
篇
奥
富
小
学
校
之
教
員
開
校
於
其
地
慶

福
寺
内
乃
使
其
徒
悉
入
此
校
美
爾
後
明
治
十
一
年
奉
副
戸

長
任
従
事
務
美
也
終
始
如
一
日
頗
有
欝
聞
潟
十
近
年
一
月

累
進
一
丁
戸
憂
而
満
任
期
英
経
年
七
十
有
八
依
之
欲
其
徒
刻

碑
博
乎
永
遠
粥
和
歌
来
巾
以
予
撰
文
認
許
則
銘
譲
其
歌
也

明
治
二
十
五
年
一
月
慈
潤
亮
有

川
越
山
崎
鶴
年
鑑

囚
徒
乃
海
あ
ら
波
堂
々
博
久
可
多
能

飛
可
り
長
閑
介
起
君
可
御
代
可
那

Ｍ‘一〒』
１雲窪

石碑写真

》
ｒ
ｐ

Ｆ

幸&岳

3６



3７

暇
日
授
其
所
自
得
曲
尺
数
術
於
徒
弟
隣
里
聞
之
四
至
受
教

者
前
後
数
十
人
性
噌
酒
後
悟
其
非
定
限
其
量
而
養
命
典
財

可
謂
賢
英
姿
同
村
柴
原
氏
躯
二
男
三
女
余
有
孫
美
挺
春
吉

伽
家
今
弦
甲
子
梓
人
弟
子
粕
谷
勝
次
郎
略
川
吾
等
今
Ⅱ
綜

等
金
銭
出
人
不
使
家
政
素
飢
肴
抑
翁
之
賜
且
翁
幸
健
康
蹄

六
十
三
聡
明
不
衰
故
欲
建
毒
碑
以
報
其
徳
何
如
衆
口
可
美

於
是
令
翁
婿
葛
貫
瀧
吉
求
文
於
余
余
日
善
哉
諸
弟
子
不
化

湊
鵬
之
俗
而
為
此
翠
余
因
卜
不
放
乎
忠
孝
之
心
也
翁
自
是

従
容
向
得
噸
養
神
身
其
毒
之
長
不
可
測
美
乃
欣
然
馬
文
繋

以
詩
川

護
憤
勤
職
業
佑
致
磯
地
方
価
室
多
翁
肪
工

六
峡
加
三
眼
明
耳
聴
子
孫
繁
盛
衆
徒
皆
通

興
建
毒
碑
祝
命
無
窮
鳴
呼
弟
子
克
一
初
終

世
之
薄
者
見
此
美
風

大
正
十
三
年
十
一
月
川
越
利
根
川
丈
雄
撰

金
井
藤
吉
書
並
築
額

石
工
川
越
山
崎
鶴
年

拓本写真

（
碑
文
）

工
師
山
崎
翁
蒜
填
碑

剛
親
師
之
訓
職
三
本
有
可
報
之
義
而
知
之
者
歳
減
其
数
篭

不
痛
平
如
入
間
郡
奥
富
村
下
奥
常
梓
人
山
崎
翁
徒
弟
則
不

然
翁
名
佐
一
郎
父
日
川
田
利
助
祉
片
岡
氏
其
長
子
也
幼
頴

悟
従
郷
先
生
肇
請
書
筆
札
年
甫
十
六
為
梓
人
奥
富
勇
造
弟

子
以
習
其
業
十
有
除
年
業
成
而
蹄
爾
後
致
職
甚
勤
接
人
甚

睦
是
以
業
大
行
美
家
産
致
裕
遂
至
受
社
寺
畢
校
建
築
之
咽

明
治
汁
五
年
為
同
村
村
曾
議
員
尋
為
社
寺
網
代
及
畢
務
委

員
大
正
八
年
為
名
響
助
役
可
知
以
其
有
望
也
翁
為
人
誠
賓



(1)

第
五
章
柏
原
地
区

増
川
正
金
五
百
年
記
念
碑

所
在
地
柏
原
二
二
九
九
番
地

大
き
さ
高
さ
一
二
一
ｍ
・
幅
五
六
ｍ
・
厚
さ

ｃ、

７ｒｉ碑厚真

（
碑
文
）

増
田
家
元
祖
大
水
正
金
伝
云
武
内
宿
禰
後
胤
大
沢
大
膳
大

夫
正
高
三
男
山
川
左
近
将
監
正
圃
十
一
代
大
和
郡
山
住
人

而
俗
名
伊
新
之
丞
世
業
槍
鍛
冶
検
銘
Ｈ
武
州
柏
原
住
人
大

水
正
金
応
永
一
一
一
十
一
一
年
一
一
川
廿
三
Ⅲ
逝
去
大
正
十
五
年
一
一
一

Ⅱ
為
満
五
百
年
記
念
建
設

3８



謬灘謹鶴議謹簿

第
六
章
水
富
地
区

⑩
泊
水
工
事
成
功
紀
念
碑

所
在
地
ｋ
広
瀬
一
川
三
川
悉
地
ｋ
広
瀬
水
天
桝

建
碑
明
治
一
一
一
十
六
年
（
一
九
○
三
）
九
川

題
額
枢
密
院
副
議
長
伯
爵
東
久
世
通
糖
※

撰
者
華
族
女
畢
校
教
授
井
上
頼
聞
※

書
者
堆
膨
閲
畢
院
講
師
逸
兄
仲
三
郎

刻
満
川
崎
鶴
年

大
き
さ
高
さ
二
二
五
ｍ
・
順
一
五
三
ｍ
・
厚
さ
一

１
１

増
■■目

石 碑導真
爾冊

専三書職嬬罵栗鰹癒
しを多封流神瀬牒院文
帝憂米岸Ｉｿ：社能入副一
歳ひ洪乃其遠地間議
次堤 水 製 詔孫勢郡長
修防阿岡郡祁登水正
繕遠留町坐し相富二
に築毎入此給似村位
怠幾永間遥飛多は勲
無水侵川総又流人一
加冊害町帝火遠間等
利越世が’'１字以川イ''１
し設良比．庇 に 天 の 爵
母気流寸リＬＩ度１１沿束
昨或 留 連 幽瀬本岸久
年は越婆那根武に世
の新以其類岸尊帝通
洪川且地賀征東大聴
水遠 村 位 上井征和題
が凌 民 甚 耳等乃幽字
復飛曽低本能時な

B-r

辱露段z】堅言鋤狸

､
ル 識

瀞

4簿“
｝全

ｒ

雌｡刷瞬．．~…ｒ
ｈ畳吟

〃上謹菖

５６可窪荒雨唾登垂、

拓本写真

3９
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良
む
明
治
三
十
六
年
九
月
十
Ⅱ

蕪
族
女
畢
校
教
授
従
六
位
勲
六
等
井
上
噸
間
撰
文

聞
普
尉
剛
凝
院
講
師
逸
兇
仲
三
郎
坐
響

石
工
川
越
六
反
山
崎
鶴
年

※
井
上
頼
悶
ｌ
幕
末
・
明
治
期
の
国
学
者
。
明
治
十
五
年
（
一

八
八
二
）
、
松
野
勇
雄
ら
と
皇
典
講
究
所
（
脚
学

院
大
学
の
前
身
）
を
設
立
。
「
占
聯
瓶
苑
」
の
校

閲
な
ど
を
委
脳
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
薙
族
女
単
校

教
授
・
学
科
院
教
授
・
卿
将
寮
締
修
課
艇
な
ど
を

歴
任
。
明
沿
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
、
平
川
挙

会
を
設
立
し
て
「
平
川
篤
胤
全
集
」
出
版
に
尽
力

し
た
。
．

※
束
久
世
迦
赫
ｌ
幕
末
の
擬
爽
派
公
家
。
明
治
の
政
論
家
。
明
治

初
期
の
外
交
に
尽
力
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

開
拓
長
官
と
な
る
。
以
後
、
侍
従
長
、
元
老
院
・

貴
族
院
・
枢
密
院
の
各
副
議
長
を
歴
任
。

4０

懲
寸
弁
可
良
謝
母
大
破
壊
遠
来
勢
し
か
婆
地
元
人
民
同
心

協
力
志
且
之
平
経
営
勢
舞
事
を
聴
示
請
飛
工
事
に
着
手
世

志
は
本
年
四
月
一
日
那
留
哉
其
築
造
乃
種
目
は
堤
防
制
水

堰
堤
沈
床
護
岸
包
覆
等
に
氏
拾
数
箇
所
平
配
据
し
互
に
相

持
知
相
保
知
帝
水
勢
遠
矯
米
侵
入
遠
防
幾
以
て
永
遠
示
其

難
那
可
良
志
舞
時
乃
知
事
木
下
周
一
君
常
に
治
民
能
志
厚

久
此
美
響
遠
賛
称
し
て
現
場
が
茂
臨
検
志
大
が
力
遠
器
佐

類
逓
手
事
業
自
然
氷
進
行
し
瀧
五
川
間
乎
以
且
設
計
乃
如

久
成
功
勢
理
此
費
通
計
戴
繭
六
千
回
以
上
な
利
登
序
鳴
呼

古
連
本
螺
下
の
一
大
工
事
に
し
帝
此
一
村
能
至
大
美
挙
那

流
哉
今
其
事
由
遠
石
に
刻
し
皇
之
越
千
歳
平
博
乃
舞
登
欲

し
子
に
其
文
遠
乞
ふ
由
て
其
梗
概
乎
識
寿
が
那
舞
鳴
呼
蜜

に
村
民
賀
常
時
乃
歓
毒
将
来
の
幸
福
亦
以
て
想
寸
類
永
足



(2)

冒
蛤
▲

｛
｛
唇

Ｌ1

０
日
●
、

埼
玉
県
令
白
根
多
肋
欲
碑
※

上
広
瀬
一
六
一
二
番
地
広
瀬
神
社

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
二
四
月

衆
議
院
議
興
清
水
宗
徳

・
衆
議
院
議
妓
清
水
宗
徳

高
さ
一
一
一
二
ｍ
・
幅
二
一
一
一
一
一
一
ｍ
・
厚
さ

舞義調電話季こ:理

:‘Ｘ議蕊
弓

大諜 撰 建 所
き在
さ肴ffi・碑地

たな
れなな
川みこ

名 越はお
I このあり
流や広
しな噸
けるの
むを

禰碑 写 真

五
ｍ

4１

厳 奈埼
れ 浪 々玉
川 竹 子鵬

f′ｉ越安於令
爾能や広’'｜
流ル Ｍ 瀬根
計 累乃多
無 遮肋

拓水写真



災而禰碑写真

ＩＩｌｌＩＩｌＩＩｌる魚もな運人乃にこる氏な常も本へ
ともと子慶＞開の哨当と、江る度常村碑
な褒に織瀬こ明手矢郷称虚戸ハ瀬地魚文
,:,誓答老君署建屋言壬失婁騨測草燕一
行授てと称弘 くし然りにＩ）のとのくの

i１１職篤織り灘
にこ 念 の 顕ハ実越路に諜丸& － て て し の

Ili溌蝿擁耀
去内州し改るし僅郁る等犬島榊島
る満賛位各れよもになも川 下 な り 除 な
Iﾘ’のを卓府りり永川、の越にししなし
泊御得越聯と腰後越こはな 普 徳 も り と
1 ‐川幾たの雌瀬気商織実、ハ川のし雌

4２



(3)

※
白
根
多
助
ｌ
明
治
四
年
（
一
八
七
二
一
一
川
一
四
ｕ
埼
玉

県
設
置
に
当
た
り
、
県
令
野
村
盛
秀
と
共
に
、
椎

・
参
事
と
な
る
。
同
一
八
年
一
二
月
一
一
七
Ｈ
県
令
と
な

り
、
没
す
る
ま
で
務
め
た
。
単
創
期
の
県
政
に
取

り
組
み
、
埼
玉
県
の
基
礎
を
築
い
た
、
在
任
当
時

か
ら
名
県
令
の
声
商
く
、
後
々
ま
で
「
徳
望
の
県

令
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。

所
在
地
上
広
瀬
一
六
一
二
番
地
広
瀬
神
社

大
き
さ
高
さ
一
二
九
ｍ
・
帆
一
一
一
一
一
ｍ
・
厚
さ
一
一
而
叩

謀所業和に宋年
明りの満歌い徳十
治蒐魚一をつに一
二に子同ｉ泳る親）ｊ
十碑織感し１ｆし故
阿をの激尚とく埼
年 建ｌｌ間に将もな張
四て矢耐来拝、勝
)］ＩＷｌｌたす本へこ令

かる益業き織’'－１
衆其 こ 々 の 時 の 根
議ｌｌｌと‘ｌｆ砿に沿多
院をを業帳牒革肋
議記 後 の を 令 を 沼
堂す111冒改勧感諮此

に良諭愛問地
清僻 を せ の せ に
水ん｜剛ら除ら巡
'±．とりるにる’１１フパ

徳有併′i;;＃碑依せ
選志て 時 、 て ら
評イ;|｜、I'ｉ１両ｌの上れ

芭
蕉
句
碑物

ニー号
１．１

唇 婆
さ

秋む
乃し
風

石碑写真

4３



；

識

大 諜撰建所
き在
さ若者碑地

(4) =巽至

；清
水
宗
徳
噸
徳
碑

御
用
掛
御
歌
所
、
王
端
坂
正
匝
※

価
さ
一
一
一
四
流
叩
・
幅
一
一
一
一
七
ｍ
・
厚
さ
二
三
ｍ

上
広
瀬
一
六
一
二
番
地

大
止
三
年
（
一
九
一
四
）

文
学
博
士
井
上
頼
聞

：
§

■一

匹

庁

■

メ

P

服

万 碑写真

4４

広
瀬
神
社

五
月

ｃ
幸
勇

げ
〃

己

拓 本淳典



4５

多女すてに般養自の之戸仙者り以保清〆－，
か工此其姿の蚕身飼をＩこちをてて｜‐水碑
りは県業女参室其育辞割て誘因間岡宗文
き漸下を及賀を業法す渡も導諜ゆ年徳一
同次に料村に改に之同し尽しを性一は
十練於は内供築当甚七桑す公学強二埼
年熱るしのふしり幼年樹に此ひ剛月玉
入す製む婦同新発稚郡の至の敬に十県
間る糸｜両ｌ女 ノ し 飼 明 な 内 械 る 』|ｆ神し一人
足に場年十年 育せるの付ｌﾘｌと疎て’１間
立｜池の十数 上 を し を 養 を 流し皇蛎生郡
大ひIIiWi一名毛施所憂蚕奨三云愛にま水
里新欠ｊｊを前し少止｜Ⅱ励年へ｜:lﾐｌ倦る常
児設な暢率橋衆な信式し村ばのま累村
玉工Ｉ）業て在庶か甲な細イＬｉ糎志ず111：上
秩場し社至なのらのる腿な食厚夙大旗
父にか製りる従い三のにるを〈〈庄瀬
の備 故 糸 私 関 覧以国みは，鳴忘１１．‐]皇僅の
諸はに場職根をてをな無．ｌｌＩｌｊ：れよがに人
郡る当をを製許同漫ら償地家〈’'１１てな
にる場附投糸し八遊ずにを財後に農り
亘者の設し場一年し其て柾を進入を天

り河に督郡経苦をにのを台 光岡場会輸り
し底てし奈 営心増選備券を全１．を社出製
が毎其て井一と進ば頓’）購な九造をの糸
束 歳 地彼江 日をせるを之人ら年営設法１
京浅を地のも積 む｜ 両ｌ 博i 悲しさ本し概をの
市ま縦に’'１忽みとこし得てる祁米し謙１１ﾘ'１
に’）ノj・赴 林諸 同し 十初 せ教を盃麦射‘し合
砂行一き原に廿屡三期しIIIli，lLI，糸のてｌｉ１発
利 き 部開卿 す六々年のめをひ細鳩製志展
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